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室
町
時
代
の
中
ご
ろ
、
十
五
世
紀

の
な
か
ば
、
京
都
の
町
は
お
題
目
の

信
仰
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
。「
法
華

宗
の
一
門
の
盛
ん
な
る
こ
と
よ
」
と
、

『
蔭
涼
軒
日
録
』
は
目
を
み
は
る
。

聖
人
の
法
灯
を
継
ぐ
京
都
の
寺

を
、
当
時
は
「
法
華
宗
」
と
い
い
、

そ
の
信
者
を
「
法
華
衆
」「

党
」

な
ど
と
い
っ
た
。

日
本
の
政
治
・
経
済
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
た
中
世
の
京
都
に
は
、
法

華
宗
の
二
十
一
ヶ
本
山
が
並
び
立

ち
、
大
勢
の
信
者
が
参
詣
し
た
。
と

く
に
十
月
十
三
日
は

聖
人
の
お

会
式
で
、
大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ

た
。
そ
の
大
半
が
法
華
宗
の
信
者
で

あ
っ
た
。
京
都
の
商
人
や
手
工
業
者

た
ち
を
、「
町
衆
」
と
い
う
。

「
二
十
一
ヶ
本
山
」
の
多
く
は
、
庶

民
が
暮
ら
す
下
京
に
集
中
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
寺
院
を
『

宗
事
典
』

に
よ
っ
て
あ
げ
る
と
、
妙
顕
寺
・
弘

経
寺
・
上
行
院
・
住
本
寺
・
本
国
寺
・

妙
覚
寺
･
妙
満
寺
・
本
禅
寺
・
本
満

寺
・
宝
国
寺
・
立
本
寺
・
妙
蓮
寺
・

本
能
寺
・
本
法
寺
・
頂
妙
寺
・
妙
泉

寺
・
学
養
寺
・
本
覚
寺
・
妙
伝
寺
・

本
隆
寺
・
大
妙
寺
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
本
山
は
、
各
寺
内
に
塔
頭
寺
院
が

あ
り
、
洛
中
に
末
寺
を
も
っ
て
い
た
。

寺
院
の
外
に
も
、「
法
華
の
僧
房
」
や

「
弘
通
所
」
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
盛

ん
に
説
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。
法
華

宗
の
盛
況
は
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て

よ
く
わ
か
る
。

京
都
法
華
宗
が
、
空
前
の
繁
栄
を

も
た
ら
す
元
を
開
い
た
の
は
、
洛
中

に
妙
顕
寺
を
開
い
た
日
像
上
人
で
あ

る
。
師
の

聖
人
か
ら
、『
立
正

安
国
論
』
の
趣
旨
を
天
皇
に
奏
上
す

る
よ
う
委
嘱
さ
れ
た
日
像
上
人
が
、

京
都
で
布
教
を
始
め
た
の
は
、
永
仁

二
年
（
一
二
九
四
）
の
こ
と
で
あ

る
。
や
が
て
柳
酒
屋
な
ど
豪
商
の
帰

依
を
得
て
地
盤
を
固
め
、
い
よ
い
よ

天
皇
に
所
信
を
奏
上
し
よ
う
と
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
か
え
っ
て
迫
害
を

受
け
、
三
度
に
わ
た
り
洛
中
追
放
の

憂
き
目
に
あ
っ
た
。
辛
苦
の
末
、
建

武
元
年
（
一
三
三
四
）
に
は
、
後
醍

醐
天
皇
か
ら
綸
旨
を
賜
り
、
日
像
上

人
が
開
い
た
妙
顕
寺
を
勅
願
寺
に
定

め
ら
れ
、「
一
乗
円
頓
の
宗
旨
弘
め

よ
」
と
命
じ
ら
れ
た
。
法
華
宗
の
布

教
が
公
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
宗
門
の
僧
が
次
々
と
関

東
か
ら
上
洛
し
て
布
教
し
、
有
力
な

商
工
業
者
の
帰
依
を
受
け
て
、
大
寺

院
を
建
て
て
活
躍
し
た
。
桓
武
天
皇

が
平
安
京
を
開
か
れ
て
か
ら
、
京
都

の
市
中
に
は
寺
院
の
建
立
が
原
則
的

に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
天
台

宗
の
比
叡
山
に
と
っ
て
、
法
華
宗
の

寺
院
は
非
法
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
法
華
宗
の
寺
院
は
、
比
叡

山
か
ら
度
々
攻
撃
を
受
け
た
が
、
発

展
の
勢
い
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

一
四
世
紀
の
京
都
は
、
目
ま
ぐ
る

し
い
変
動
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
鎌
倉

幕
府
が
滅
亡
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
に

よ
る
建
武
政
権
が
で
き
る
と
、
そ
れ

も
瞬
く
間
に
南
北
朝
に
分
か
れ
て
争

い
、
次
い
で
足
利
尊
氏
に
よ
っ
て
京

都
に
室
町
幕
府
が
は
じ
ま
る
。
こ
の

よ
う
な
は
げ
し
い
変
動
の
中
で
、
京

都
の
町
に
は
関
東
の
武
士
の
姿
が
急

増
す
る
。
朝
廷
と
幕
府
が
置
か
れ
た

京
都
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中

心
都
市
と
な
っ
た
。
関
東
に
生
ま
れ

た

聖
人
の
「
法
華
宗
」
を
、
京

都
の
人
々
は
新
し
い
宗
教
と
し
て
、

期
待
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
た
。「
二

十
一
ヶ
本
山
」
で
語
ら
れ
る
京
都
法

華
宗
の
繁
栄
は
、
十
四
世
紀
末
か
ら

十
五
世
紀
に
現
出
し
た
。

京
都
の
町
を
焼
き
尽
く
し
た
の

は
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
か
ら

十
年
間
に
わ
た
る
、
京
都
の
町
を
舞

台
に
戦
わ
れ
た
「
応
仁
の
乱
」
で
あ

る
。
細
川
勝
元
と
山
名
宗
全
が
、
都

の
東
西
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
の
で
、

都
は
す
べ
て
灰
燼
に
帰
し
、
将
軍
は

地
方
に
落
ち
延
び
て
幕
府
の
権
威
は

地
に
お
ち
た
。
京
都
の
町
は
、
こ
こ

に
住
む
町
衆
自
身
に
よ
っ
て
再
建

し
、
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
戦

乱
が
都
を
離
れ
て
地
方
に
及
ぶ
と
、

町
衆
は
早
速
復
興
に
取
り
掛
か
り
、

町
の
秩
序
を
自
分
た
ち
の
力
で
守
る

よ
う
に
な
っ
た
。
町
衆
に
よ
る
自
治

都
市
の
出
現
で
あ
る
。

京
都
の
町
が
復
興
途
上
に
あ
っ
た

文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
十
月
十

三
日
に
、

聖
人
の
第
二
百
遠
忌

を
迎
え
た
。
法
華
宗
の
各
本
山
で

は
、
意
義
深
い
こ
の
日
を
期
し
て
、

大
乱
で
焼
失
し
た
伽
藍
の
復
興
に
余

念
が
な
か
っ
た
。
お
会
式
の
日
に
な

る
と
、

聖
人
を
ま
つ
る
木
の
香

も
新
し
い
祖
師
堂
に
、
大
勢
の
町
衆

が
陸
続
と
参
詣
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。

こ
の
頃
、
時
代
は
ま
さ
に
戦
乱
の

世
で
、
京
都
の
町
は
周
囲
の
諸
勢
力

か
ら
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

町
衆
は
、
町
を
防
衛
す
る
た
め
に

武
装
を
整
え
、
法
華
宗
の
寺
院
を
拠

点
に
要
害
を
固
め
た
。
妙
顕
寺
や
本

国
寺
な
ど
大
寺
院
で
は
、
伽
藍
の
周

囲
に
深
い
堀
を
め
ぐ
ら
し
、
外
敵
か

ら
の
襲
撃
に
備
え
た
。

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
七
月
、

こ
れ
ま
で
対
立
し
て
い
た
法
華
宗
と

比
叡
山
延
暦
寺
は
、
鴨
川
を
は
さ
ん

で
戦
闘
を
始
め
た
。
互
い
に
譲
ら
な

か
っ
た
が
、
や
が
て
近
江
国
（
滋
賀

県
）
の
六
角
氏
が
比
叡
山
側
に
つ
い

た
の
で
、
法
華
宗
は
劣
勢
に
な
り
総

崩
れ
に
な
っ
た
。
洛
中
に
攻
め
入
っ

た
比
叡
山
側
の
軍
は
、
法
華
宗
の
伽

藍
を
次
々
と
焼
き
払
っ
た
の
で
、
本

寺
は
堺
（
大
阪
府
堺
市
）
の
末
寺
を

頼
っ
て
難
を
逃
れ
た
。「
天
文
法
華

の
乱
」
が
こ
れ
で
、
法
華
宗
で
は

「
天
文
法
難
」
と
呼
ん
で
い
る
。

数
年
後
、
法
華
宗
の
本
山
は
、
避

難
先
の
堺
か
ら
京
都
に
帰
り
、
復
興

に
着
手
し
た
。
や
が
て
昔
日
の
景
観

に
服
し
た
頃
、
永
禄
七
年
（
一
五
六

四
）
八
月
に
、
法
華
宗
の
本
寺
が
会

合
を
開
き
、
盟
約
を
結
ん
で
宗
門
の

新
し
い
方
針
を
定
め
た
。
こ
の
時
の

本
寺
は
十
六
ヶ
寺
で
、「
十
六
本
山

会
合
」
と
い
う
。
そ
の
寺
々
は
、
妙

覚
寺
・
本
満
寺
・
妙
伝
寺
・
妙
泉

寺
・
要
法
寺
・
頂
妙
寺
・
妙
満
寺
・

本
能
寺
・
本
国
寺
・
立
本
寺
・
本
隆

寺
・
妙
蓮
寺
・
妙
顕
寺
・
本
法
寺
・

本
禅
寺
の
十
五
ヶ
寺
で
、
後
に
寂
光

寺
が
加
わ
る
。

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
法
華

宗
の
「
洛
中
勧
進
」
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
勧
進
は
、
町
ご
と
に
寄
付
金
を

集
め
、
こ
れ
を
十
六
本
山
会
合
に
持

参
す
る
と
い
う
方
法
で
お
こ
な
わ
れ

た
も
の
で
、
町
衆
の
力
に
よ
っ
て
成

就
し
た
。
こ
の
『
勧
進
帳
』
に
よ
る

と
、
当
時
上
京
の
過
半
数
が
、
法
華

宗
の
信
者
で
あ
っ
た
。

天
文
法
華
の
乱
後
の
法
華
宗
は
、
京

都
町
衆
に
担
わ
れ
て
、
再
び
繁
栄
の
道

を
歩
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
歩
み
は
以

前
と
は
大
き
く
異
な
り
、
武
装
を
一
切

排
除
し
た
、
非
武
装
主
義
に
徹
し
て
い

た
。
非
武
装
の
平
和
の
中
に
、
豊
か
な

文
化
の
華
を
咲
か
せ
た
。
そ
れ
が
「
法

華
文
化
」
と
も
い
え
る
、
絢
爛
豪
華
な

「
桃
山
文
化
」
で
あ
る
。
特
に
、
本
法

寺
を
檀
那
寺
と
す
る
本
阿
弥
家
の
活
動

は
注
目
さ
れ
、
光
悦
は
異
才
を
発
揮

し
、
京
都
鷹
が
峰
に
芸
術
村
を
つ
く
っ

た
。
狩
野
元
信
・
永
徳
・
探
幽
ら
は
狩

野
派
を
盛
ん
に
し
、
尾
形
光
琳
は
琳
派

を
は
じ
め
た
。
本
法
寺
日
通
上
人
の
庇

護
を
受
け
た
長
谷
川
等
伯
は
、
法
華
宗

寺
院
に
勝
れ
た
作
品
を
多
く
遺
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
多
彩
な
芸
術
家
は
、

単
に
仏
画
を
描
く
と
い
う
の
で
は
な

く
、
雄
大
な
大
自
然
と
人
間
の
営
み

を
暖
か
く
描
写
し
た
。
そ
の
作
品
に

は
、

聖
人
が
指
し
示
さ
れ
た
、

宇
宙
を
観
照
す
る
大
き
な
心
が
息
づ

い
て
い
る
。

京
都
に
育
ま
れ
た
「
法
華
文
化
」

は
、
天
下
統
一
に
相
応
し
い
、
町
衆

の
伝
統
の
上
に
開
花
し
た
「
桃
山
文

化
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
織
田
信
長

や
豊
臣
秀
吉
の
よ
う
な
権
力
者
に
大

き
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ

の
圧
政
に
は
屈
す
る
こ
と
の
な
い
、

輝
か
し
い
栄
光
の
文
化
で
あ
る
。

昨
年
来
の
米
国
発
の
金
融
危

機
は
、
日
本
経
済
に
大
打
撃
を

与
え
、
円
高
、
雇
用
難
民
、
景

気
低
迷
は
長
期
化
し
て
い
る
。

政
治
は
混
迷
を
続
け
る
の
み
で
、

景
気
回
復
へ
の
有
効
な
政
策
は

未
だ
見
出
さ
れ
な
い
。
昨
年
の

漢
字
は
「
変
」
で
あ
っ
た
が
、

プ
ラ
ス
方
向
へ
の
変
化
な
ら
良

い
が
、
マ
イ
ナ
ス
方
向
で
は
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
が
大

変
で
あ
る
。
米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
は

「
チ
ェ
ン
ジ
」
と
叫
ん
で
当
選
し
た
が
、
世

界
経
済
の
安
定
、
温
暖
化
等
の
地
球
環
境

問
題
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
出
現
、

続
発
す
る
民
族
紛
争
、
国
際
テ
ロ
等
、
早

く
プ
ラ
ス
方
向
に
チ
ェ
ン
ジ
を
要
す
る
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
他
人
ま
か
せ
で
、
為

政
者
の
み
に
、
危
機
克
服
を
依
拠
期
待
す

る
だ
け
で
は
何
も
解
決
し
て
い
か
な
い
。

今
こ
の
時
こ
そ
、
我
々
一
人
一
人
が
何
が

で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
、
自
問
自
答

す
る
必
要
が
あ
る
。
本
年
は
『
立
正
安
国

論
』
奏
進
七
五
〇
年
に
当
る
。「
汝
、
早

く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
、
速
か
に
実
乗

の
一
善
に
帰
せ
よ
。」
今
こ
そ
宗
祖
の
こ

の
一
節
を
胸
に
銘
記
し
、
我
々
自
身
が
チ

ェ
ン
ジ
す
る
時
で
あ
る
。

「
変
」
続
き
で
述
べ
る
と
仏
教
の
命
題

の
一
つ
、「
諸
行
無
常
」
が
あ
る
。「
こ
の

世
の
あ
ら
ゆ
る
全
て
の
現
象
、
存
在
は
移

ろ
い
変
わ
り
ゆ
く
も
の
で
、
生
滅
変
化
を

繰
り
返
す
す
常
な
ら
ず
に
あ
る
」
と
さ
れ

る
。
有
名
な
平
家
物
語
の
冒
頭
、「
祇
園

精
舎
の
鐘
の
声
　
諸
行
無
常
の
響
あ
り

沙
羅
双
樹
の
花
の
色
　
盛
者
必
衰
の
理
を

あ
ら
は
す
」
と
あ
る
せ
い
か
、
諸
行
無
常

が
盛
者
必
衰
の
理
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
い
。
マ
イ
ナ
ス
方
向
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
く
、
文
字
通
り
、
諸
行
が
、
滅

び
る
、
衰
え
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
現
実
に
、

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
宣
揚
し
、
巨
額

の
富
を
手
に
入
れ
た
米
経
済
界
の
リ
ー
ダ

ー
達
、
日
本
で
も
ヒ
ル
ズ
族
Ｉ
Ｔ
長
者
、

勝
ち
組
と
い
わ
れ
た
人
々
が
、
今
回
の
金

融
危
機
に
よ
っ
て
、
身
を
以
っ
て
実
感
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
が
。
諸
行
無
常
を
消

極
、
悲
感
的
な
マ
イ
ナ
ス
思
考
で
は
な
く
、

積
極
的
、
楽
観
的
な
変
化
と
考
え
る
、
プ

ラ
ス
思
考
も
必
要
で
は
な
い
か
。
危
機
の

ピ
ン
チ
を
、
変
化
へ
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
雑

感
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
合
掌（

光
）
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平
成
十
八
年
十
一
月
十
七
日
、
顕

本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
で

聖
人

門
下
連
合
会
京
都
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
席
上
、
事
務
局
よ
り
「
立

正
安
国
論
」
奏
進
七
五
〇
年
記
念
事
業

と
し
て
京
都
国
立
博
物
館
で
平
成
二
十

一
年
秋
仮
称
『

展
』
を
開
催
す
る

計
画
が
提
示
さ
れ
決
議
と
な
っ
た
が
反

応
が
鈍
か
っ
た
。
い
や
、
ほ
と
ん
ど
の

出
席
者
が
否
定
的
見
解
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
平
成
十
五
年
一
月
に
東
京
で
立

教
開
宗
七
五
〇
年
記
念
『
大

展
』

を
開
催
し
て
ま
だ
四
年
（
提
示
さ
れ
た

年
か
ら
計
算
）
も
経
っ
て
い
な
い
こ
と

や
、
な
ぜ
京
都
の
開
催
な
の
か
、
開
催

月
も
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
秋
で
あ
る
こ
と

等
、
全
く
理
解
を
得
ら
れ
る
状
況
で
な

か
っ
た
。
門
連
事
務
局
は
常
任
理
事

会
、
理
事
会
、
京
都
門
連
理
事
会
総
会

で
開
催
趣
旨
・
要
項
・
運
営
等
詳
細
に

説
明
、
幾
多
の
会
議
を
重
ね
る
に
至

り
、
平
成
十
九
年
門
連
身
延
理
事
会
に

於
て
仮
称
『

展
』
を
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
事
を
確
認
、
事
業
を
進
め

て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
と
確
認

さ
れ
て
も
具
体
的
に
進
む
道
は
平
坦
で

は
な
か
っ
た
。

主
催
が
京
都
国
立
博
物
館
、

聖
人
門
下
連
合
会
、
日
本
経
済
新
聞
社

で
あ
る
が
、
緻
密
な
連
携
を
は
か
る

為
、
京
都
門
下
連
合
会
に
も
仮
称
『

展
』
の
事
務
局
を
設
置
す
る
こ
と
が

必
要
と
判
断
承
認
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー

は
藤
井
照
源
（

宗
）
西
本
泰
然

（

宗
）
風
間
隋
修
（

宗
）
本

多
信
正
（
法
華
宗
真
門
流
）
大
川
定
信

（
顕
本
法
華
宗
）
赤
塚
高
明
（
法
華
宗

陣
門
流
）
の
六
名
で
構
成
さ
れ
た
。
又

各
本
山
よ
り
宝
物
展
示
に
関
し
て
連
携

を
図
る
べ
き
、
代
表
の
方
を
選
出
、
十

六
名
が
加
わ
り
仮
称
『

展
』
に
向

け
た
体
制
が
動
き
だ
し
た
。

組
織
運
営
の
難
題
を
克
服
す
る
為
、

主
催
者
、
京
都
事
務
局
、
各
本
山
代
表

が
何
度
も
集
ま
り
協
議
を
重
ね
て
き

た
。運

営
方
法
の
難
し
さ
も
あ
っ
た
が

教
学
的
な
問
題
や
信
仰
的
問
題
に
も

種
々
様
々
な
意
見
が
出
た
。
祖
師
の

讃
仰
を
考
え
る
時
「

展
」
で
は
な

く
「

聖
人
展
」
で
は
な
い
の
か
立

正
安
国
論
の
「
奏
進
」
と
い
う
言
葉
の

決
定
は
各
宗
派
で
は
ど
う
と
ら
え
て
い

く
の
か
を
中
心
に
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

の
希
望
、
町
衆

ま
ち
し
ゅ
うの
読
み
方
、
宗
宝
調
査

の
動
き
方
に
つ
い
て
も
多
く
の
意
見
が

出
た
。
多
く
の
意
見
が
出
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
企
画
に
対
し
て
皆
が
前
向

き
に
考
え
て
い
る
事
の
証
で
も
あ
っ

た
。平

成
二
十
年
一
月
三
十
日
京
都
国

立
博
物
館
で
門
連
事
務
局
、
京
門
連
事

務
局
、
各
本
山
代
表
そ
し
て
博
物
館
、

日
経
新
聞
社
が
集
ま
り
顔
合
わ
せ
、
意

見
交
換
を
し
更
に
会
合
を
重
ね
平
成
二

十
年
二
月
十
六
日
の
京
都
門
連
総
会
に

て
主
催
者
よ
り
報
告
、
日
程
　
平
成
二

十
一
年
十
月
十
日
〜
十
一
月
二
十
三
日

迄
、
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
（
月
曜

日
休
館
）、
タ
イ
ト
ル
『

と
法
華

の
名
宝
―
華
ひ
ら
く
京
都
町
衆
文
化

―
』
と
決
定
し
た
。

聖
人
門
下
連

合
会
と
し
て
は
こ
の
事
業
に
お
け
る
す

べ
て
の
名
称
と
し
て
『

聖
人
展
』

と
す
る
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

『

聖
人
展
』
が
開
催
さ
れ
る
京

都
は
帝
都
弘
通
を
附
嘱
さ
れ
た
日
像
上

人
が
死
身
弘
法
で
布
教
、
京
都
法
華
信

仰
の
基
礎
を
築
き
あ
げ
ら
れ
た
。
現
在

門
下
十
六
本
山
を
擁
し
、
各
山
、

護
山
護
持
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
。
顕
本

法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
、
法
華
宗
真
門

流
総
本
山
本
隆
寺
、

宗
大
本
山
妙

顕
寺
、

宗
大
本
山
本
圀
寺
、
本
門

法
華
宗
大
本
山
妙
蓮
寺
、
法
華
宗
本
門

流
大
本
山
本
能
寺
、

本
宗
本
山
要

法
寺
、
法
華
宗
陣
門
流
本
山
本
禅
寺
、

宗
本
山
妙
覚
寺
、

宗
本
山
本

法
寺
、

宗
本
山
本
満
寺
、

宗

本
山
妙
傳
寺
、

宗
本
山
立
本
寺
、

宗
本
山
頂
妙
寺
、
顕
本
法
華
宗
本

山
寂
光
寺
、
本
門
仏
立
宗
本
山
宥
清
寺

の
十
六
で
あ
る
。（
順
不
同
）

『

聖
人
展
』
が
京
都
で
開
催
さ

れ
る
こ
の
機
会
に
法
華
信
仰
の
歴
史
あ

る
道
場
に
参
拝
し
、
祖
師
の
御
心
に
触

れ
信
仰
増
進
の
仏
縁
を
頂
載
す
る
こ
と

の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
又
町
衆
文
化

の
中
で
築
き
あ
げ
ら
れ
た
歴
史
・
伝

統
・
文
化
・
芸
術
の
名
宝
が
展
示
さ
れ

法
華
信
仰
に
深
い
縁
の
あ
る
長
谷
川
等

伯
、
俵
屋
宗
達
、
尾
形
光
琳
、
尾
形

乾
山
の
心
に
も
触
れ
て
戴
く
こ
と
も
大

き
な
意
義
が
あ
る
。

聖
人
が
鎌
倉
幕
府
に
「
立
正

安
国
論
」
を
奏
進
し
七
五
〇
年
、
幾
多

の
法
難
を
乗
り
越
え
祖
師
の
信
仰
は
厳

然
と
護
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
、
正

に
京
の
地
で
開
催
さ
れ
る
「

聖
人

展
」
は
千
歳
一
隅
の
機
縁
で
あ
る
。

「
そ
う
だ

聖
人
展
に
行
こ
う
」

こ
の
言
葉
が
全
国
各
地
に
大
音
響
で
響

い
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
う
も
の
で

あ
る
、
な
ぜ
な
ら
ば

大
聖
人
が
必

ず
や
お
待
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
事
を

確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。

京
都

聖
人
門
下
連
合
会
は
、

今
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
「

聖

人
展
」
を
、
現
状
に
即
応
し
た
運
営

展
開
が
出
来
る
よ
う
、
京
都
門
連
事

務
局
と
十
六
本
山
各
代
表
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
「

聖
人
展
」
を
成

功
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
縦
横
の
連

携
と
種
々
の
課
題
を
話
し
合
う
事
に

よ
っ
て
、
目
的
成
就
の
レ
ー
ル
が
し

っ
か
り
と
敷
か
れ
る
事
の
願
い
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
機
会
に
十
六
本

山
は
じ
め
、
比
叡
山
横
川
定
光
院
や
、

京
の
法
華
信
仰
寺
院
に
一
人
で
も
多

く
祖
師
の
御
心
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
願
い
も
こ
め
て
あ
る
。
メ
ン
バ

ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

藤
井
照
源
（

宗
）
大
川
定
信

（
顕
本
法
華
宗
）
赤
塚
高
明
（
法
華
宗

陣
門
流
）
本
多
信
正
（
法
華
宗
真
門

流
）
西
本
泰
然
（

宗
）
風
間
隋

修
（

宗
）

「

聖
人
展
」
十
六
本
山
各
代
表

（
順
不
同
）

顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
―
湯

原
正
純
　
法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本

隆
寺
―
足
立
真
正
　

宗
大
本
山

妙
顕
寺
―
原
光
司
　

宗
大
本
山

本
圀
寺
―
川
口
智
康
　
本
門
法
華
宗

大
本
山
本
能
寺
―
高
橋
宏
顕
　
本
門

法
華
宗
大
本
山
妙
蓮
寺
―
音
羽
隆
全

本
宗
本
山
要
法
寺
―
原
光
明

法
華
宗
陣
門
流
本
禅
寺
―
三
品
亮
徹

宗
本
山
妙
覚
寺
―
藤
岡
智
健

宗
本
山
本
満
寺
―
大
原
孝
宣

宗
本
山
本
法
寺
―
西
本
泰
然

宗
本
山
立
本
寺
―
三
木
天
道

宗
本
山
妙
博
寺
―
谷
口
真
也

宗
本
山
頂
妙
寺
―
藤
井
照
源

顕
本
法
華
宗
本
山
寂
光
寺
―
大
川
定

信
　
本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
寺
（
未

定
）
で
あ
る
。

設
置
以
後
、
幾
度
と
な
く
会
議
を

重
ね
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
各
御

本
山
の
参
拝
、
御
朱
印
と
開
催
期
間

中
の
各
本
山
の
予
定
、
マ
ッ
プ
作
り
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
企
画
満
載
で
あ

る
。「
立
正
安
国
論
」
奏
進
七
五
〇
年

の
機
会
に
、
こ
の
京
の
地
で
開
催
さ

れ
る
「

聖
人
展
」
を
何
と
し
て

で
も
成
功
す
る
よ
う
努
力
し
て
行
き

た
い
。
そ
れ
が

大
聖
人
に
対
す

る
報
恩
感
謝
の
誠
で
あ
る
。
京
門
連

事
務
局
は
皆
様
方
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
お
こ
し
や
す

．
．
．
．
．

「

聖
人

展
」
へ
。

（
藤
井
照
源
）
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平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日（
木
）

本
門
法
華
宗
大
本
山
妙
蓮
寺
で
、「

聖
人
門
下
連
合
会
理
事
会
及
び
京

都
門
下
連
合
会
と
の
懇
談
会
」
が
開
催

さ
れ
、
全
国

聖
人
門
下
連
合
会

顧
問
・
常
任
理
事
・
理
事
・
監
査
・
京

都
門
下
連
合
会
代
表
・
大
阪
門
下
懇
話

会
代
表
及
び
京
都
門
下
連
合
会
役
員
あ

わ
せ
て
計
五
十
二
名
が
参
加
し
た
。

正
午
に
集
合
し
、
昼
食
後
、
午
後

一
時
よ
り
松
下
日
肆
猊
下
御
導
師
の
も

と
法
味
を
言
上
。
本
堂
前
に
て
記
念
撮

影
の
後
、
午
後
二
時
よ
り
客
殿
に
て
松

下
日
肆
猊
下
に
よ
る
「
妙
蓮
寺
の
沿

革
」
を
拝
聴
し
た
後
、
続
い
て
宝
物
所

蔵
庫
を
拝
観
し
、
大
変
貴
重
な
お
話
と

普
段
目
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
寺
宝

を
拝
観
す
る
事
が
で
き
た
。

引
き
続
き
、
午
後
三
時
よ
り
「
京

都
理
事
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

各
自
の
自
己
紹
介
の
後
、
小
松
浄
慎
理

事
長
が
座
長
と
な
り
議
題
に
沿
っ
て
議

事
を
進
行
。

全
門
連
上
半
期
事
業
報
告
、
京
都

門
下
連
合
会
の
活
動
報
告
、
大
阪
門
下

連
合
会
の
行
事
並
び
に
活
動
報
告
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
一
年
十
月
よ
り

開
催
さ
れ
る
「

と
法
華
の
名
宝
」

展
に
関
し
て
本
展
事
務
局
よ
り
進
捗
状

況
を
報
告
。
京
都
十
六
本
山
の
全
て
よ

り
出
品
し
て
頂
く
よ
う
要
望
す
る
と
共

に
、
種
々
意
見
を
交
わ
し
、
各
派
各
会

が
一
致
協
力
し
た
事
業
と
し
て
進
め
て

い
く
こ
と
を
再
確
認
し
て
、
午
後
四
時

十
分
閉
会
。

会
場
終
了
後
、
場
所
を
京
都
ブ
ラ

イ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
移
し
て
、
懇
親
会
を

開
催
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

た
。今

回
種
々
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た

京
門
連
各
聖
、
妙
蓮
寺
の
皆
様
方
に
は

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後

と
も
門
下
連
合
会
発
展
に
御
尽
力
賜
り

度
く
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
六
月
九
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
第
百
十
九
世
の
法
燈
を
継
承
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
同
年
六
月
二
十
七
日
、
宗
会
に
於
い
て
本
門
法
華
宗
第
十
九
代

管
長
に
推
戴
、
晋
山
式
は
十
一
月
二
日
、
京
都
十
六
本
山
の
御
貫
首
、
執
事
長
、

随
行
の
各
聖
、
全
門
連
理
事
長
台
下
、
薬
師
寺
安
田
映
胤
管
主
を
始
め
立
正
佼

成
会
庭
野
日
鑛
会
長
、
叡
山
山
田
能
裕
長
老
各
関
係
朋
友
の
御
来
駕
を
得
、
門

末
寺
院
総
出
座
で
準
備
万
端
滞
り
な
く
晋
山
の
儀
を
終
え
ま
し
た
こ
と
誠
に
有

り
難
く
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

想
え
ば
、
大
阪
妙
尭
寺
信
隆
日
遠
猊
下
（
妙
蓮
寺
第
八
十
七
世
）
に
隨
身
し

幾
十
有
余
年
、
宗
門
行
政
の
道
筋
、
信
仰
の
象
徴
と
し
て
の
立
場
に
置
さ
れ
た

今
、
善
導
教
化
の
責
任
を
実
行
す
る
上
で
、
つ
く
づ
く
と
浅
学
不
徳
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
達
に
は
法
華
経
の
教
え
が
あ
り
、
高
祖
大
士
の
御
教
示
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
教
え
を
基
に
お
題
目
を
戴
き
勇
猛
精
進
の
信
念
を
持
っ
て
努
力
を
重
ね
て
行

き
た
い
と
念
願
致
し
て
お
り
ま
す
。

高
祖
大
士
が
出
世
ま
し
ま
し
て
此
の
大
法
（
お
題
目
）
を
四
海
に
弘
通
し
給

い
て
よ
り
、
本
年
は
七
五
七
年
。
立
正
安
国
論
奏
進
七
五
〇
年
の
慶
日
を
迎
え

門
下
連
合
加
盟
の
各
宗
派
が
そ
れ
ぞ
れ
企
画
立
案
さ
れ
、
報
恩
の
「
ま
こ
と
」

を
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
京
都
十
六
本
山
、
京
都
門
連
、
全
国
門
連
が
連
携
し
て
十
月
十
日
よ
り

十
一
月
二
十
三
日
ま
で
、
京
都
国
立
博
物
館
に
於
い
て
、「

と
法
華
の
名
宝

展
―
華
ひ
ら
く
京
都
町
衆
文
化
―
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
高
祖
大
士
が
い
か
に

国
の
安
穏
を
祈
り
、
私
達
に
ご
教
示
下
さ
れ
た
か
を
世
に
示
す
折
と
感
じ
、
我

が
宗
門
も
幾
つ
か
の
計
画
を
検
討
し
準
備
を
推
進
し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

「
信
心
弱
く
し
て
成
仏
の
の
び
ん
時
そ
れ
が
し
を
う
ら
み
さ
せ
給
う
な
譬
へ

ば
病
者
に
良
薬
を
あ
た
う
る
に
毒
を
好
ん
で
く
い
ぬ
れ
ば
病
い
え
が
た
き
時

我
が
（
失
）
と
が
と
は
思
わ
ず
か
え
っ
て
医
師
を
恨
む
が
如
く
な
る
べ
し
」

と
は

大
士
の
教
え
。
現
代
人
に
多
い
責
任
逃
れ
を
放
人
し
な
い
。
住
み
よ

い
社
会
を
造
る
た
め
に
、
宗
門
は
小
な
り
と
も
異
口
同
音
に
唱
え
る
お
題
目
の

信
心
は
大
で
あ
り
ま
す
。

宗
門
並
び
に
妙
蓮
寺
発
展
の
歴
史
的
事
実
を
顕
示
し
、
百
年
の
大
計
を
真
剣

に
考
へ
て
い
か
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
門
下
連
合
会
の
益
々
の
発
展
と
緊
密
な
連
携
に
依
っ

て
栄
え
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

（
略
歴
・
教
学
部
長
、
学
院
教
授
、
本
山
財
務
部
長
、
執
事
長
）（
宗
外
活
動
・W

C
R
P

日
本
委
員
会

評
議
員
、
同
委
員
会
非
武
装
和
解
委
員
会
委
員
長
、
保
護
司
、
京
都
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
員
等
現
）

本
門
法
華
宗
管
長

松
下
日
肆

退
任

平
成
二
一
・
　
一
・
一

京
都
門
下
連
合
会

顧
問

永
田
日
洵

就
任

石
崎
光
教

退
任

平
成
二
一
・
　
一
・
一

京
都
門
下
連
合
会

常
任
理
事

藤
井
照
源

就
任

藤
井
照
源

退
任

平
成
二
一
・
　
一
・
一

京
都
門
下
連
合
会

理
事

石
崎
光
教

就
任

土
屋
善
敬

退
任

平
成
二
一
・
　
一
・
二
二

法
華
宗
陣
門
流

常
任
理
事

佐
古
弘
文

就
任

佐
古
弘
文

退
任

平
成
二
一
・
　
一
・
二
二

法
華
宗
陣
門
流

理
事

門
谷
光
瑞

就
任
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◆
十
一
月
　
全
門
連
京
都
理
事
会
（
本

山
妙
覚
寺
）

聖
人
門
下
連
合
会
京
都
理
事
会

懇
親
会
　
別
席

◆
十
二
月
十
八
日
（
金
）
午
後
四
時

会
計
監
査
（
本
能
寺
文
化
会
館
）

◆
同
日
午
後
五
時
　
理
事
会
（
本
能
寺

文
化
会
館
）

平
成
二
十
一
年
度
会
務
行
事
報
告

平
成
二
十
一
年
度
決
算
中
間
報
告

（
藤
井
照
源
）

◆
総
本
山
身
延
山

久
遠
寺
で
五
月
十

三
日
〜
十
七
日
の
五
日
間
、
五
重
塔
の

落
慶
式
が
営
ま
れ
る
予
定
。

◆

宗
で
は
『
立
正
安
国
論
』
奏
進

七
五
〇
年
を
記
念
し
て
六
月
八
日
、
神

奈
川
県
の
本
山
妙
本
寺
で
「
鎌
倉
大
法

要
」、
同
月
十
日
に
は
千
葉
県
の
大
本
山

法
華
経
寺
で
「
中
山
大
法
要
」
が
行
わ

れ
る
予
定
。

（
大
澤
宏
明
）

◆
平
成
二
十
年
九

月
十
七
〜
十
八

日
、
第
六
十
二
次
臨
時
宗
会
が
宗
務
院

で
開
催
さ
れ
、
宗
門
法
規
の
全
面
的
再

編
成
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
し
可
決
さ

れ
た
。

◆
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日
、
第
二

十
二
回
法
華
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
が

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
開
催
予
定
。

本
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
立
正
安
国

論
」
進
覧
七
五
〇
年
記
念
特
別
講
演
、

例
年
の
宗
門
内
教
師
諸
師
の
研
究
発
表

を
予
定
。

◆
平
成
二
十
一
年
三
月
五
日
、
宗
門
の

僧
侶
養
成
機
関
で
あ
る
「
興
隆
学
林
専

門
学
校
」（
尼
崎
・
大
本
山
本
興
寺
内
）

の
平
成
二
十
年
度
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
。

卒
業
生
は
今
ま
で
勉
強
し
た
こ
と
を
糧

に
し
て
、
新
た
な
布
教
の
第
一
線
に
た

つ
。

◆
古
来
、
門
祖
日
隆
聖
人
の
教
学
こ
そ

最
も
勝
れ
た

教
学
で
あ
る
と
し
て
、

門
下
の
子
弟
に
対
し
、
連
綿
と
そ
の
教

学
を
伝
授
し
て
き
た
「
興
隆
学
林
専
門

学
校
」（
尼
崎
・
大
本
山
本
興
寺
内
）
の

平
成
二
十
一
年
度
新
入
生
募
集
中
。

（
三
浦
賢
秀
）

◆
平
成
二
十
年
六

月
二
日
〜
三
日
、

京
都
総
本
山
妙
満
寺
で
「
全
国
布
教
師

研
修
会
」
が
行
わ
れ
た
。

◆
八
月
二
十
五
日
〜
九
月
八
日
の
十
五

日
間
、
京
都
総
本
山
妙
満
寺
に
お
い
て

「
妙
塔
学
林
」
開
講
。
受
講
生
は
行
学

二
道
の
修
練
に
励
ん
だ
。

◆
十
月
二
十
八
日
、
千
葉
東
金
妙
善
寺

で
「
東
部
僧
員
研
修
会
」
開
催
。
十
一

月
十
四
日
、
京
都
総
本
山
妙
満
寺
で

「
西
部
僧
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
月
二
日
、
総
本
山
妙
満
寺
を
会
場

に
「
西
部
布
教
師
研
修
会
」
が
行
わ
れ

た
。

◆
十
一
月
十
五
日
・
十
六
日
の
両
日
、

巣
鴨
法
華
宗
陣
門
流
宗
務
院
で
法
華
宗

三
派
統
合
協
議
会
「
統
合
学
院
」
が
開

催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日
、
京

都
総
本
山
妙
満
寺
を
会
場
に
「
什
門
懇

話
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
会

場
を
「
琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に

移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

◆
六
月
十
九
日
・
京
都
総
本
山
妙
満
寺

で
、
十
一
月
二
十
日
・
千
葉
大
網
芳
墳

寺
で
、「
行
法
講
習
会
」
が
開
講
さ
れ

た
。
両
日
と
も
講
師
は
妙
塔
学
林
林

長
・
大
川
定
信
師
と
能
化
・
大
森
俊
栄

師
。

（
小
島
芳
明
）

◆
九
月
十
一
・
十

二
日
、
中
部
教

区
・
名
古
屋
に
お
い
て
、
中
央
行
学
講

習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
四
日
、
布
教
研
究
所
所
報

会
議
が
、
東
京
巣
鴨
・
法
華
宗
宗
務
院

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
日
、
宗
学
研
究
所
所
員

会
が
、
宗
務
院
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
一
日
、
学
林
教
授
会
が
、

宗
務
院
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
六
日
、
寺
録
点
数
見
直

し
委
員
会
が
、
宗
務
院
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
一
・
二
日
、
新
住
職
・
学

生
・
沙
弥
合
同
研
修
会
が
、
宗
務
院
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

◆
十
二
月
三
日
、
僧
階
昇
級
・
検
定
試

験
が
、
宗
務
院
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

◆
一
月
二
十
二
日
、
第
百
十
次
定
時
宗

会
が
宗
務
院
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
佐
古
弘
文
宗
務
総

長
が
新
た
に
就
任
し
、
新
内
局
が
発
足

し
た
。

（
松
吉
慶
憲
）

◆
九
月
十
四
日
、

イ
タ
リ
ア
北
部
の

ミ
ラ
ノ
近
郊
の
町
ヴ
ィ
ラ
ー
ゼ
で
新
組

発
足
記
念
御
講
が
奉
修
さ
れ
、
二
十
名

が
参
詣
。
イ
タ
リ
ア
で
は
昨
年
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
に
別
院
が
設
立
さ
れ
、
北
部

中
心
に
信
徒
が
増
え
て
い
る
。

◆
十
月
十
二
日
、
本
山
宥
清
寺
で
高
祖

会
が
四
座
に
亘
っ
て
奉
修
さ
れ
、
全
国

か
ら
の
参
詣
で
賑
わ
っ
た
。
前
日
に
は

平
成
二
十
年
度
の
定
期
昇
叙
者
に
対
す

る
叙
任
式
が
行
わ
れ
、
権
大
僧
正
以
下

十
九
師
が
辞
令
を
拝
受
し
た
。

◆
本
山
高
祖
会
の
式
典
に
続
き
、
本
山

宥
清
寺
の
大
屋
根
瓦
葺
き
替
え
と
御
宝

蔵
新
築
工
事
を
実
施
す
る
「
平
成
の
大

改
修
、
起
工
言
上
」
が
、
講
有
日
誠
猊

下
よ
り
行
わ
れ
た
。
現
在
の
本
堂
は
、

昭
和
六
年
建
立
の
本
格
的
な
木
造
建
築

で
、
今
回
は
約
六
億
円
の
予
算
を
か
け
、

一
年
の
工
期
で
改
修
す
る
。

◆
十
月
十
九
日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ

ン
ボ
国
際
会
議
場
で
「
ス
リ
ラ
ン
カ
開

教
十
周
年
記
念
法
要
」
が
奉
修
さ
れ
、

日
本
か
ら
は
宗
務
副
総
長
・
梅
田
日
芳

師
以
下
記
念
団
参
を
実
施
。
現
地
信
徒

千
六
百
名
が
参
詣
し
た
。

◆
十
一
月
十
五
日
、
佛
立
研
究
所
の
公

開
講
演
会
が
札
幌
信
廣
寺
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
関
西
大
学
社
会
学
部
教
授

の
木
村
洋
二
先
生
を
お
招
き
し
、「
笑
い

を
科
学
す
る
」
と
い
う
演
題
で
講
話
を

い
た
だ
い
た
。

（
吉
田
淳
崇
）

◆
九
月
二
十
七

日
、
福
泉
寺
（
大

阪
市
）
に
於
い
て
、
第
一
教
区
仏
教
文

化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、「
笑
う
門
に
は

福
来
る
」
と
題
し
て
、
医
師
松
村
高
勝

氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

◆
十
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
、「
安
国
論

奏
進
、
伊
豆
法
難
七
百
五
十
年
に
向
け

て
」
と
題
し
て
、
第
二
教
区
主
催
護
法

会
「
合
掌
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
、
百
二

十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

十
月
五
日
〜
十
四
日
、
総
本
山
本
隆

寺
に
於
い
て
秋
季
学
林
（
辻
本
寛
孝
学

林
長
）
が
開
講
さ
れ
た
。

十
月
十
二
〜
十
三
日
、
総
本
山
本
隆

寺
に
於
い
て
「
お
会
式
」
が
奉
修
さ
れ
、

多
く
の
参
詣
者
が
集
ま
っ
た
。
十
二
日

に
は
「
三
宝
尊
奉
安
四
百
年
、
本
堂
・

祖
師
堂
再
建
三
百
五
十
年
記
念
法
要
」

と
「
高
祖

大
菩
薩
御
逮
夜
法
要
」

が
、
十
三
日
に
は
、「
高
祖

大
菩
薩

御
正
当
命
日
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
、
引

き
続
き
、
新
説
式
（
初
転
法
輪
）
が
挙

行
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
四
日
〜
五
日
、「
平
成
二
十
年

度
定
期
宗
会
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二

十
年
度
歳
入
歳
出
予
算
案
、
並
び
に
学

林
長
、
布
教
師
養
成
所
所
長
、
布
教
師
、

権
大
僧
正
の
推
薦
な
ど
、
諸
案
件
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
た
。

◆
一
月
一
日
〜
八
日
、
総
本
山
本
隆
寺

に
於
い
て
年
頭
国
祷
会
が
修
さ
れ
、
法

華
八
講
が
催
さ
れ
た
。

（
森
田
量
哲
）

◆
二
十
年
十
月
十

二
〜
三
日
、
大
本

山
妙
蓮
寺
（
松
下
日
肆
貫
首
）
に
於
て
、

高
祖

大
菩
薩
の
御
会
式
法
要
が
厳

修
さ
れ
た
。
十
二
日
逮
夜
法
要
に
は
万

灯
点
灯
。
十
三
日
に
祥
当
会
、
普
び
に

檀
信
徒
志
霊
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。
両

日
境
内
に
て
、
て
づ
く
り
市
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

◆
同
十
一
月
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
第

百
十
九
世
貫
首
松
下
日
肆
猊
下
の
晋
山

報
告
法
要
が
奉
修
さ
れ
た
。
松
下
新
貫

首
は
、
六
月
九
日
に
推
戴
さ
れ
、
同
二

十
九
日
に
本
門
法
華
宗
管
長
に
就
任
さ

れ
た
。
式
典
に
は
宗
内
外
よ
り
多
数
の

関
係
者
が
参
列
し
た
。
会
場
を
京
都
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
移
し
て
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
二
日
、
御
開
山
日
像
菩
薩

御
報
恩
法
要
並
日
慶
日
忠
日
応
上
人
三

師
会
並
歴
代
上
人
年
忌
法
要
が
奉
修
さ

れ
た
。

◆
本
門
法
華
宗
宗
会
議
員
選
挙
が
十
二

月
六
日
付
で
、
藤
井
日
靖
宗
務
総
長
よ

り
発
令
さ
れ
、
二
十
五
日
付
で
三
区
十

一
名
の
宗
会
議
員
が
決
定
し
た
。

◆
本
門
法
華
宗
学
院
で
は
、
渡
辺
日
恩

学
務
部
長
が
学
院
長
を
代
行
。
第
百
二

十
六
回
教
学
講
習
会
を
九
月
五
、
六
日
、

第
百
二
十
七
回
同
会
を
十
一
月
二
十
八
、

九
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
卯
木
講
堂
に
て

開
講
。

◆
同
布
教
部
よ
り
、
布
教
誌
『
生
き
る
』

第
五
十
一
雪
華
号
、
信
報
『
信
行
』
第

百
七
十
号
を
各
々
平
成
二
十
一
年
一
月

一
日
付
で
発
行
。

（
木
村
光
昭
）

◆
平
成
二
十
年
十

一
月
三
日
、
明
治

節
慶
讃
法
要
。
賽
主
先
生
以
下
有
志
に

よ
る
明
治
神
宮
参
拝
。

十
一
日
、
小
松
原
法
難
会
慶
讃
法
要
。

十
四
日
、
臨
時
理
事
会
。
十
五
日
、
午

後
一
時
か
ら
本
部
講
堂
に
て
全
国
協
議

員
会
。
午
後
七
時
よ
り
妙
宗
大
霊
廟
各

局
輪
番
給
仕
。
十
六
日
、
第
七
十
遠
忌

逮
晨
・
恩
師
師
子
王
院
智
学
日
謙
大
居

士
報
恩
大
会
・
妙
宗
大
霊
廟
例
月
供
養

会
。
午
後
七
時
か
ら
恩
師
・
師
子
王
院

智
学
日
謙
大
居
士
御
逮
夜
法
要
。
十
七

日
、
田
中
智
学
先
生
第
七
十
遠
忌
報
恩

法
要
。

◆
十
二
月
十
日
、
田
中
芳
谷
先
生
第
三

十
六
回
忌
追
善
法
要
。
十
三
日
、
ロ
ー

タ
ス
ヴ
ィ
ラ
合
同
慰
霊
祭
。

十
七
日
、
恩
師
忌
。
常
勤
給
仕
。
二
十

日
、
各
局
輪
番
常
勤
給
仕
。
理
事
会
。

二
十
一
日
、
妙
宗
大
霊
廟
第
九
百
六
十

七
回
例
月
供
養
会
。
憶
年
会
。
二
十
三

日
、
天
長
節
慶
讃
法
要
。
二
十
五
日
、

大
正
天
皇
祭
。
二
十
九
日
、
御
用
納
め
。

三
十
一
日
、
福
茶
の
会
。
送
旧
迎
新
式
。

◆
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
、
元
旦
大

国
祷
・
新
年
拝
賀
式
・
神
酒
拝
戴
式
。

同
日
午
後
、
国
柱
会
有
志
に
よ
る
明
治

神
宮
本
殿
参
拝
。

（
森
山
真
治
）

◆
十
月
十
三
日
〜

二
十
七
日
、
英
国

平
和
巡
礼
（
ロ
ン
ド
ン
〜
オ
ル
ダ
ー
マ

ス
ト
ン
核
兵
器
工
場
）。

◆
十
月
十
四
日
〜
二
十
八
日
、
ア
メ
リ
カ
第

四
回
シ
ェ
ル
マ
ウ
ン
ド
巡
礼
に
参
加
。

◆
十
月
十
五
日
〜
二
十
八
日
、
沖
縄
平

和
祈
念
行
脚
。

◆
十
月
十
九
日
、
イ
ン
ド
国
ダ
ー
ジ
リ

ン
仏
舎
利
塔
十
六
周
年
法
要
。
十
月
二

十
五
日
、
イ
ン
ド
国
王
舎
城
仏
舎
利
塔

三
十
九
周
年
法
要
。

◆
十
一
月
一
日
、
イ
ン
ド
国
、
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
仏
舎
利
塔
一
周
年
法
要
。

◆
一
月
九
日
、
藤
井
日
達
上
人
第
二
十

五
回
忌
御
報
恩
法
要
、
熱
海
道
場
。

「
人
々
よ
よ
、
闇
の
深
き
を
怖
る
る
な
。

そ
は
、
や
が
て
夜
の
明
け
ん
と
す
る
前

兆
で
あ
る
。
夜
は
明
け
た
、
年
は
改
ま

っ
た
、
春
は
来
た
。
我
々
は
広
野
の
若

草
の
ご
と
く
柔
軟
に
、
梢
に
さ
え
ぐ
小

鳥
の
ご
と
く
明
ら
か
に
、
金
光
明
鼓
を

撃
っ
て
平
和
の
祈
り
、
希
望
の
歌
を
大

音
声
に
唱
い
ま
し
ょ
う
。
藤
井
日
達
」

（
牧
野
行
暉
）

◆
十
月
三
日
（
金
）

御
会
式
奉
行
委
員

会
（
大
本
山
妙
蓮
寺
）、
御
会
式
の
準
備

（
万
灯
の
搬
入
・
組
立
）

◆
十
月
四
日
（
土
）
御
会
式
（
大
本
山

妙
蓮
寺
）

導
師
・
大
本
山
妙
蓮
寺
貫
首
松
下
日
肆

猊
下

講
師
・
立
正
大
学
教
授
北
川
前
肇
先
生

講
師
・
幸
人
間
研
究
所
早
川
一
光
先
生

◆
十
一
月
二
十
七
日
（
木
）
全
門
連
京

都
理
事
会
（
大
本
山
妙
蓮
寺
）

◆
十
二
月
十
九
日
（
金
）
午
後
四
時

会
計
監
査
（
本
能
寺
文
化
会
館
）

◆
同
日
午
後
五
時
　
理
事
会
（
本
能
寺

文
化
会
館
）

平
成
二
十
年
度
会
務
行
事
報
告

平
成
二
十
年
度
決
算
中
間
報
告

平
成
二
十
一
年
度

会
長
　

宗
本
山
頂
妙
寺
貫
首
　
永

田
日
洵
猊
下

理
事
長
　

宗
京
都
府
第
一
部
宗
務

所
長
　
藤
井
照
源
師

◆
一
月
二
四
日
（
土
）
午
後
三
時
　
理

事
会
（
京
一
宗
務
所
）

平
成
二
十
一
年
度
役
員
確
認
の
件

平
成
二
十
年
度
会
務
行
事
の
件

平
成
二
十
年
度
決
算
の
件

平
成
二
十
一
年
度
会
務
行
事
案
の
件

平
成
二
十
一
年
度
予
算
案
の
件

平
成
二
十
一
年
度
総
会
の
件

平
成
二
十
一
年
度
降
誕
会
の
件

京
門
連
会
則
変
更
の
件

《
今
後
の
予
定
》

◆
二
月
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時
　
京

門
連
総
会
（
本
山
本
法
寺
）

平
成
二
十
一
年
度
役
員
確
認
の
件

平
成
二
十
年
度
会
務
行
事
の
件

平
成
二
十
年
度
決
算
の
件

平
成
二
十
一
年
度
会
務
行
事
案
の
件

平
成
二
十
一
年
度
予
算
案
の
件

京
門
連
会
則
変
更
の
件

◆
同
　
二
時
三
〇
分
　
降
誕
会
（
本
山

本
法
寺
）

導
師
　
本
山
本
法
寺
貫
首
　
大
塚
日
行

猊
下

講
師
　
大
本
山
妙
蓮
寺
貫
首
　
松
下

日
肆
猊
下

◆
三
月
九
日
（
月
）
午
後
四
時
　
理
事

会
（
京
一
宗
務
所
）

立
教
開
宗
会
の
件

夏
季
大
学
の
件

◆
四
月
二
十
八
日
（
火
）
立
教
開
宗
会

（
比
叡
山
横
川
定
光
院
）

導
師
　
本
山
頂
妙
寺
貫
首
　
永
田
日
洵

猊
下

講
師
　
法
華
宗
（
予
定
）

◆
六
月
九
日
（
火
）
午
後
四
時
　
理
事

会
（
京
一
宗
務
所
）

夏
季
大
学
の
件

◆
八
月
二
十
九
日
（
土
）
午
前
十
時

第
四
十
五
回
夏
季
大
学
（
本
能
寺
文
化

会
館
）

講
師
（
本
山
）

宗
本
山
妙
覚
寺
貫

首
　
頂
岳
日
選
猊
下

講
師
（
大
学
）
中
尾
尭
（
立
正
大
学
教

授
）
予
定

講
師
（
一
般
）
嵐
圭
史
（
前
進
座
）

◆
同
日
　
午
後
四
時
　
理
事
会
（
本
能

寺
文
化
会
館
）

お
会
式
の
件

◆
十
月
二
日
（
金
）
午
後
三
時
　
お
会

式
準
備
奉
行
委
員
会
（
本
山
頂
妙
寺
）

お
会
式
準
備

行
脚
、
法
要
等
打
ち
合
わ
せ

◆
十
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
　
お
会

式
（
本
山
頂
妙
寺
）

導
師
　
本
山
頂
妙
寺
貫
首
　
永
田
日
洵

猊
下

講
師
　
法
華
宗
本
山
貫
首
猊
下

１
、
祖
廟
護
持
の
組
織
強
化

２
、
教
育
事
業
の
提
携

３
、
布
教
の
連
合
強
化

４
、
懇
談
会
・
研
究
会
・
講
演
会

等
の
開
催

５
、
各
種
出
版
物
の
刊
行

６
、
海
外
布
教
の
提
携
及
び
交
流

７
、
対
外
的
な
各
種
の
運
動

８
、
そ
の
他
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